
＜ 事 業 の 内 容 ＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

１．⽔資源機構かんがい排⽔事業
採択に当たっては、原則として国営かんがい排⽔事業（内地）等に準じます。

２．⽔資源開発施設等緊急対策事業
⽔資源開発施設等を対象に、突発事故等不測の事態発⽣に対し、原因究明等調
査の結果に基づく施設の機能保全を⽬的とした整備を実施します。採択に当たっては、
受益⾯積・末端⽀配⾯積が500ha以上（畑にあっては100ha以上）（重要度・緊
急性の⾼い施設にあっては末端⽀配⾯積100ha以上）とします。

３．耐震対策の⼀体的実施
防災上重要な施設であって、必要な耐震性を有していない施設の耐震対策を上記１．
２の事業と⼀体的に実施します。採択に当たっては、１．２の事業に同じ。（必要な耐
震性を有していない重要な施設の耐震対策については、末端⽀配⾯積300ha以上）

４．農地防災事業
採択に当たっては、原則として国営総合農地防災事業（内地）等に準じます。

［お問い合わせ先］農村振興局⽔資源課（03-3501-5604）

⽔資源機構かんがい排⽔事業＜公共＞ 【平成31年度予算概算決定額 4,082（4,180）百万円】

＜対策のポイント＞
利根川・荒川等の⽔資源開発⽔系において、⽔資源の利⽤のための施設の改築等を⾏うことにより、農業⽤⽔の確保、農業⽤⽔の適期・適量供給等の
農業⽣産の基礎となる⽔利条件を整備し、⽔利⽤の安定と合理化を図ります。

＜政策⽬標＞
安定的な⽤⽔供給と良好な排⽔条件の確保

国
独⽴⾏政法⼈
⽔資源機構

補助率2/3等
＜事業の流れ＞

○施設の改築、機能保全を⽬的とした整備

○耐震対策

管⽔路における漏⽔事故 管⽔路の改築

頭⾸⼯の耐震対策（コンクリートの巻⽴）

実施済み

実施予定

⽔管橋の落下防⽌対策

PC管の劣化

〔「臨時・特別の措置」を含む平成31年度概算決定額 4,182 百万円〕


